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　そこで，日本における観光のまなざしが顕著な犬吠
埼灯台を対象に，まなざしの変遷について見ていく．
主に，まなざしを確認したのは，旅行ガイドブック『る
るぶ千葉房総』（1991～2023年発行のもの）をもと
に，犬吠埼灯台についての紹介内容について分析し
た．その変遷を見てみると，1990年代には「太平洋の
荒波が打ち寄せる灯台」（『るるぶ千葉房総』1994）
として，犬吠埼そのものの自然名勝としての評価が強く，
「白亜の灯台は犬吠埼のシンボル」（『るるぶ千葉房
総』1998）として紹介されていた．また，灯台につい
ては，歴史的価値について言及されていた．2000年
代以降は，「銚子の海を見守る白亜の灯台」（『るるぶ
千葉房総』2000）として，より歴史的・文化的な視
点からの紹介が増えている．また，2010年代以降には
「関東最東端の日の出が見られる場所」としての聖地
的な価値が強調されるようになった．そして，銚子電鉄
や自家用車でのシーサイドドライブなど，移動手段と組
み合わせた体験方法の紹介が見られる．さらに，SNS

の普及とともに「インスタ映え」する景観としての灯
台の価値が高まり，特に夜間のライトアップや絶景ポ
イントの写真が観光誘致に活用されるようになった．
　このように，限られた期間ではあるが，犬吠埼灯台
へのまなざしは，時代とともに変化したことが分かる．
当初の房総半島や犬吠埼の自然名勝としての評価は，
② ｢特殊な記号｣としてのまなざしであると捉えられる．
次に，灯台や地域のストーリーへの移行は，全国にあ
る灯台ではあるが，より深い情報へアクセスしたいとい
うニーズの表れといえ，③ ｢見慣れた物の見慣れてい
ない面を見る｣ への移行である．近年の観光客自らが
聖地を巡る体験を重視する傾向は，⑤ ｢通常でない視
覚環境のなかで ,	見慣れた仕事や行動をする｣ である．
以上のとおり，灯台は時代背景の変遷と共に，異なる
視点によって再解釈されてきた．こうした変遷は，観光
客のまなざしが単なる視覚的対象の享受にとどまらず，
灯台の歴史的背景や地域との関係性を重視する方向
へと変化していることを示唆している．
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　本稿では，灯台への観光のまなざしについて，とく
に犬吠埼灯台に着目し，その変遷を追いかけた．そこ
で分かったことは，①観光をとおした地域との接続，②
観光スタイルの変化に伴う灯台の価値の再解釈，で
あった．冒頭に述べたとおり，灯台そのものは，航路標
識という「機能的な施設」として建設されたが，観光
という現象を通じて，「歴史的・文化的価値を持つ対
象」へ，さらには地域にとって「象徴的な存在」に
再解釈されることで，新たな価値が創造されてきた．
　灯台観光の発展は，地域振興や環境保全の観点か
らも新たな可能性を持つ．実際に，日本財団の「海と
灯台プロジェクト」をはじめ，灯台を活用した地域イベ
ントの開催や，地元の特産品と連携した観光プログラ
ムの開発，宿泊施設やアートスペースとしての整備が
全国で始まっている．
　近年，日本各地では人口減少が深刻化しており，地

域の持続可能性が言及される中で，観光への期待が
地域側から高まってきている．しかし，沿岸地域の多く
は，かつての海上交通の要衝や漁場との関係で栄えた
ところも少なくなく，現在ではそれらの衰退とともに，
僻地であると同時に観光地でもありながら、 条件不
利地域として扱われている．
　そこで，今後の灯台観光の方向性としては，単なる
「見る」対象から，「体験し，学ぶ」対象へとシフト
することが重要となってくるだろう．灯台へのまなざし
が，体験型観光をとおし地域のストーリーと接続する
ことで，地域へのまなざしと相乗効果を生み出すこと
が期待できる．地域の歴史や文化と結びつけたストー
リーテリングを強化し，観光客が灯台を通じて地域の
アイデンティティを理解できるような工夫をすることで，
地域への経済波及効果の最大化や，関係人口の創出
に一役買えるだろう．

　Urry（1990）は，観光客からのまなざしの特徴とし
て，次の6つを挙げている．① ｢無比なもの｣ (エッフェ
ル塔，エンパイヤーステートビル，バッキンガム広場，
グランドキャニオン，ケネディ大統領が暗殺された場所
など，誰もが知っているという前提があるがゆえに，一
生に一度でもいいから見てみたいという欲求が働き，
聖地化される)，② ｢特殊な記号｣（典型的な英国の
村，典型的なアメリカの摩天楼，典型的なドイツのビ
ヤガーデン，典型的なフランスのシャトーなど，対象を
記号のシニファンとして見るという形），③ ｢見慣れた

物の見慣れていない面を見る｣ という事例（博物館で
の展示物），④ ｢普通でない文脈で展開される普通の
社会生活を見る｣ 事例（かつての中国観光），⑤ ｢通
常でない視覚環境のなかで，見慣れた仕事や行動をす
る｣ という事例（異なる視覚的背景において行われる
スポーツ，ショッピング，飲食など），⑥ ｢特別な記号｣
を見るという行為（月の石や有名な画家の絵画など，
記号として特別な意味を与えられることによって初めて
まなざしが向けられる）( 土井，2014)．以上を踏まえ，
本稿では，灯台へのまなざしの変遷をこの6つの特徴
から分析し，可能性について考察した．
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　ジョン・アーリの『観光のまなざし(The	Tourist	
Gaze)』は，1990（平成2）年に提起されて以来，
観光研究においては，様々な分野の様々な脈略や
方法で援用・応用されており，観光研究の最も重
要な文献の一つとして捉えられている．Urry	and	
Larsen（2011）は，「観光」について「ふだんの
日常生活と非日常の二項区分を基調にして発生す
る」とし，それをながめる「まなざし」は，「社会
的に構成され制度化されて」いて「観念，能力，
願望，期待などの特定のフィルターを通してであっ
て，しかも社会階層とか性差とか国民性とか年齢と
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　灯台は歴史的に「航路標識」としての機能を果
たしてきたが，近年はその役割が多様化し，観光資
源や文化的・教育的な価値を持つ存在へと変化し
ている．
　日本においては，明治期以降，「灯台の父」リ
チャード・ヘンリー・ブラントンの指導のもとで近代
灯台の整備が進められた．他方で，羽成（1889）
による「東海名勝銚港案内」や，東京鉄道局
（1929）による房総半島の観光名所を案内した文
献で犬吠埼灯台が紹介されるなど，当初から観光
や文化的価値が評価されており，デスティネーション
（観光地）としての灯台への価値評価があったこ
とが分かる．
　さらに，1980年代から1990年代にかけて，多く
の灯台が文化財として保存されるようになり，文学
や映画の題材としても取り上げられ，「孤独」「郷
愁」「歴史の証人」といった感情を喚起する場所
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となった．2000年代以降，灯台観光はさらに活発
化し，「恋する灯台プロジェクト」（2016年～）の
ようにロマンティックな観光スポットとしてのプロ
モーションも展開されるようになった．加えて，灯台
守体験ツアーやナイトツアーなど体験型観光が注目
されるようになり，訪問者が灯台をより身近な存在
として捉える機会が増えてきた．
　また近年では，アニメ・映画の「聖地巡礼」の
対象として灯台が注目されるほか，震災復興のシン
ボルやエコツーリズムの拠点としての役割も見られ
る．例えば，アニメ映画『天気の子』に登場した
犬吠埼灯台はファンの訪問を促し，また屋久島の
灯台は環境保全活動と結びついた観光資源として
の位置づけを持つようになっている．こうした灯台
へのまなざしの変化は，「機能的な施設」から「歴
史的・文化的価値を持つ対象」へ，さらには「象
徴的な存在」へと発展していることを示している．

か教養などでそれは定まっていく」とする（須賀，
2020）．
　しかし，安村ほか（2011）は上記の理論を「西
欧中心主義的で感情分析が欠如」と批判している．
例えば，千葉県・犬吠埼灯台の「日の出聖地」化
について，日本人をはじめアジアにある「初日の出
信仰」という文化的文脈抜きに説明できない．また，
土井（2014）が指摘する「まなざしの感情的次
元」は，灯台前でプロポーズするカップルの「永遠
の愛」という願望投影に現れている．本稿では，灯
台に向けられたまなざしを読み解く視点の重要性を
提起したい．そこで以上の議論を踏まえ，次の枠組
みを用いて灯台へのまなざしについて読み解いた．
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